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銀河形成の最盛期 (z = 1 − 3)において、星形成が活発な銀河の形態は主に有効半径が 2–4 kpcの大きなディ
スクで特徴づけられるのに対して、星形成を止めた銀河の形態は有効半径が 1–2 kpcのコンパクトなバルジが卓
越している。大きなディスクをもつ銀河が星形成によってその形態をどのように変えるのか知るために、私達は
CANDELS/3D-HST領域で z = 1.9− 2.6にある 85個の大質量（M⋆ > 1011M⊙）星形成銀河に対して、アルマを
用いて 0.2″分解能に相当する 870 µmの連続光観測を行った（Tadaki et al. 2020, ApJ, 901, 74）。このような観
測は先行研究ですでに行われているが、1)銀河が星質量で選択されていること、2)サンプル数が 85個と多いこ
と、3)２種類のアレイ配列で観測を行っていること、この 3つが本探査の独創的な点である。その結果、870 µm
での連続光放射の有効半径は、静止系可視域での有効半径より平均で 2.3+1.9

−1.0倍小さいことがわかった。870 µm
での連続光放射は今作られている星の空間分布を反映しており、現在の星形成活動が 300 Myr続いた場合、多く
の星形成銀河の有効半径は 1–3 kpcに小さくなることがわかった。これらの銀河の形態は「大きなディスク」か
ら「コンパクトなバルジ」へと遷移しつつあるのかもしれない。


